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本研究の当初か らのね らいであるPbTeの磁場誘起相転移の徴候 はまだ見つかっていない

が､その過程 で､サイクロ トロン共鳴の位置の温度変化が理論値 よ りも大 きく観測され た

ので報告 する｡

用いた磁場発生法 は一巻 コイル直接放電法で 150テスラに及ぶパルス磁場が得 られる｡

光源 はCO2 レーザ - (10 flm,124meV前後 ) ､試 料 はBaF2の (111)面上 に HotWall

Epitaxial成長 させ た薄膜結晶､配置はファラデー配置である｡測定結果 を下図に示す｡

PbTeは n型 もp型 も四つの L点 に等エネルギー面 をもつ ために､当測定の場合一つの L点

では横方 向の共鳴 (aに対応 )が､他の三つの等価 な し点では回転軸か ら20度傾いた面 で

共鳴 (b)が起 こる｡ ところが p型 (図 2)では 3種類の共鳴が得 られた｡歪などの影響

で 3つの L点の等価性が崩れ た という可能性 は､意図的に試料 を傾 けた実験か ら否定され

た｡

さて､一般 に有効質量の温度依存性は､k.p摂動法にエネルギーギャップの熱膨張変化

を入れて計算 される.離れ たバ ン ドの影響を拝動 として取 り入れ た6バ ン ドモデル日で計

算 す る と図 1の破線 にな る｡ n型 では k.p摂動法 は低温で実額値 によ くあっているもの

の､温度依存性は 5分の 1ほ ども説明 していない｡ p型では更 に強い温度依存性が観測 さ

れ た｡その理 由 として､電子 一格子相互作用によ りバ ン ド間の準轟 列要素が温度変化 す

る可能性 を検討 している｡ また､20K近傍でのNonparabolicityは､ n型では計算 とよく

合 うが､ p型では計算値の 3倍 ほ ど大 きい｡ この ことか ら､ p型では40テスラですでに 6

バ ン ドモデル破綻 している可能性 がある｡ p型では有効質量の温度依存性が nの 2倍近 く

あるので､ 6バ ン ドモデルの破綻 あるいはⅣonparabolicity と有効質量の温度依存性 とに

何か関係 がある､ とい うことも考 えられる｡第 3の共鳴 ピー クの解明 も含めてさらに詰め

ていきたい｡
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図 1 n型 P bT eの有効質量 の温度依存性

H､●Aは別のk.pパ ラメ-クーを用 いた こ とを示す

tはエネルギーギ ャップの温度変化 をす べて取 り入れた場 合

dは熱膨張変化 のみを取 り入れた場 合
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図 2 p型 pbT eの有効質量 の温度依存性
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